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Service Learning Program Focusing on Asian Social Work
--- toward training of Asian International Social Workers
Kurumi Saito　・　Masayuki Nishida
Abstract: This is the report of the service learning program focusing on Asian social work 
conducted in Japan College of Social Work during Aug. 8th – 18th 2015.  Seven students 
participated in the program under supervision of three professors and with support of professors 
and students of Department of Social Work, Thammasat University, Thailand.  The party 
visited Lampang campus of Thammasat University, a home for the aged, the college for the 
aged, a home for HIV orphan, an institution of former patients of Hansen’s disease, an NPO for 
minority races and institutions for handicapped people/children, taking the lectures, teaching 
Japanese, and discussing poverty, aging and disabilities.  Before the program, the students 
tended to regard Japanese support activities in Asia as imposition or arrogance, but they became 
conscious of the value of mutual cooperation, as encountering some Japanese who work for 
Thai institutions and organizations.  The students were keeping on studying Thai welfare and 
international cooperation in Asia, and finally presented the results at Social Welfare Society, 
Japan College of Social Work.
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タマサート大学の社会福祉学部では現在、学士 400 名（バンコク 250 名、ラムパーン 150 名）、



















労働保護法、1999 年刑事司法改正、2002 年薬物法、2003 年子ども保護法、2003 年社会福祉推


















































































































































2021 年と予測されている）、農村部のフアゴム行政体はそれに先だって 2010 年に人口の 20%























































































































































剤併用によってハンセン病の治療法が確立した。1970 年代には 5000 人の患者が治療され、病
院ではコロニーの元患者が家族の元に戻れるように、家族や村々のコミュニティに働きかけを
行った。しかし、結局、家族や地域コミュニティでは元ハンセン病患者の受入を拒否すること
も多く、およそ 1000 名の人々がコロニーでの生活を余儀なくされた。家族の元に戻ることの
できなかった患者は、現在もコロニーで生活している。
　マッキーン病院は、現在も尚、ハンセン病患者の治療を行っているが、1993 年にリハビリテー
ションセンターを開設し、身体に障がいを持つ高齢者のリハビリ治療を経営基盤に据えて、チェ
ンマイ在住の外国人高齢者を受け入れている。また、社会活動として、家を失った高齢者や障
害を抱える人々の受入も行っている。
　さらに付属施設として、元ハンセン病患者らが制作したハンディクラフトを売る施設や、ハ
ンセン病収容施設の昔の状況を伝えるミュージアムを併設している。
　学生は英語が話せる学生に通訳をしてもらい、内容を把握していた。この日の日誌から読み
取れるのは、まずは 100 年間にわたるカトリックコミュニティによるタイ社会への介入とハン
セン病患者との繋がりについて詳しく記載したうえで、マッキーン病院のモットーであるハン
セン病患者に対する閉じ込めない支援、自立のための支援について関心を寄せている。「McK-
ean では、患者をひとつところに閉じ込めるのではなく、他の人たちと関係性を持てるように
する支援、本人の自立をさせる支援をしてきたのである」と記載する学生には、おそらく日本
社会事業大学生が学習のために必ず訪れる日本のハンセン病療養所、多摩全生園の歴史と重
なっていたことは想像に難くない。日本で戦後も引き続き行われたハンセン病隔離政策とその
闘争の歴史と比べた時に、タイの事例はあり得たもう一つの歴史の可能性を指し示してくれる
ものにちがいないだろう。
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５．考察
　以上、タイにおける社会福祉事業の調査と学生の研修による学習の過程を、日誌から読み解
きながら報告した。考察においては、タイで研修を行うことによる学生の学習の効果と今後の
サービス・ラーニング導入に向けての課題について考察する。
（１）海外での社会福祉活動を身近にする効果
本研修における最大の学習効果は、海外での社会福祉活動をより身近にする効果であったと
思われる。実際には、今回の参加者の多くは出発前から海外の状況を「見る」ことに興味を持っ
ている学生であったが、現地でソーシャルワーカーとして社会福祉の活動をするということに
対しては消極的もしくは否定的であった。
しかし、タイでの研修を通して、現地の人々の日常の生活を知ることで、「彼らの生活」と
日本の生活がさほど離れていないということが理解されたかと思う。また、いたるところでタ
イ人と、日本人を含む海外の民間のボランティアやドナーがダイナミックに協働して社会問題
に取り組んでいる国際社会福祉の現状を実際に見ることで、海外支援に対する新しいイメージ
を学生に提供することができたと思う。
　すでにそれぞれの国への支援が相互に国境を越えて行われており、ソーシャルワーカーとし
て海外の社会に介入するという態度は必ずしも裕福な国から貧困国に恵みを与えるという父権
的な関係ではなく、協働という立場に立って行われていることを伝えることに成功した。学生
の中での海外での実践へのハードルを下げた効果が期待される。
（２）学習意欲の喚起
研修中に、地域文化や言語に関する関心が寄せられた。地域ごとに地域の論理があり、それ
にしたがって幸せの形が異なることが、様々な訪問地において強調され、その事例が提供され
た。日誌の中では学生の近代的な社会福祉の価値観の押しつけに対する恐れと、地域の論理に
よって統合が果たされる地域共同体に対するあこがれが記述された。しかし、その問題のとら
え方、その真偽如何は今後の課題として各学生が考える必要がある。学生たちが意識せずに日
誌の中に記載している事項には、数多くのコミュニティの問題が、明確なつながりを持たずに
散在している。外部の人々のアイデアの交流によって発展する社会福祉システム、外部の市場
への参入を目指したコミュニティの商品開発、地域コミュニティの障がい者、ハンセン病患者、
高齢者の排除の論理など、地域コミュニティは決して単なるユートピアとして語れるものでは
ない。この部分がどうしても学生の日誌の記述においては、未消化のまま残っている。
地域の論理とコミュニティの問題については、バランスを持って目を向けてもらいたい。学
生たちの地元の価値観に関心を持ってくれたのは、ソーシャルワーカーとして持つべき他者理
解を増進するものであろう。
　また、言語に関しては、研修中ほとんどがタイ語、時に英語が使用されるという異文化体験
となった。学生は聞きたい部分の話が聞けず、いいたいことが伝わらず、いらだち、不安に思い、
現地の人と一緒にいてもなんとなく居所に悪いという姿が何度か見て取れた。「今更だけどタ
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イ語がわかったらどんなに良いことか…」と言うつぶやきが聞こえたことは、更なる学習には
良いしるしであろう。海外で活動する人にとって完全に理解できないことは日常であり、その
思いが現地語を学んだり、忍耐強く待ってみたり、別のコミュニケーション手段を生み出す原
動力となっている。今後の学習が大いに期待される。
（３）プログラム設定上の課題
　サービス・ラーニングの導入調査として研修を行ってみて、今後、重要になると思われる課
題がいくつか浮かび上がってきている。
①事前準備と内省
サービス・ラーニングプログラムにおいては、事前準備として、サービス・ラーニングの
意味、奉仕・ボランティアの経緯と研究、語学、調査法、協力先の団体や社会の研究を行う
が、本事業においては、人員、予算、時間の面で十分に余裕を取ることはできず、事前のオ
リエンテーションを一度行っただけでの出発となった。そのためにサービス・ラーニングの
基本となる「互恵」と「内省」を、学生があまり理解しないままでのスタートとならざるを
得なかった。このことは現地での学生の活動を消極的なものにしてしまった可能性が否定で
きない。学生は、現状を「見る」という姿勢に終始してしまい、現地社会に何らかのアクショ
ンを生み出すという「当事者」としての姿勢までには結びつかなかった。そのためタマサー
ト大学で準備してくれた通訳者としてのバディを十分に活用できず、自ら地域の人と話した
り、さらに聞いた内容を掘り下げようと試みる学生は非常に少なかった。むしろ地域の人々
と交流をすることが地域社会の改悪に繋がるような罪悪感を背負っているような姿が見られ
た。現地での共同と実践に対してハードルを下げてやるような事前の構造的教育が必要であ
る。
また「内省」についてもその重要性を十分に示すことができなかった。研修からサービス・
ラーニングへと結びつくためには、実践から学びへと結びつける装置が必要である。そのた
めに研修中に学生との話し合いの場を設けるべきであったが、なかなかその場を作ることは
できなかった。また、研修後の振り返り、報告なども可能であれば実施すべきであっただろ
う。今後は事前、事後そして行動中の「内省」のあり方について検討していくべきであろう。
②健康管理
今回の研修では、全学生が行程中（または帰国後に）一度は体調を崩すことになった。行
程は他の大学の研修日程と比べても、内容がさほど厳しいものではなく、北部タイの衛生状
況は、ホテルにしても、食品にしてもアジアの中でも非常によい地域である。おそらくは、
研修の中では毎日行動をして、個人のリズムに沿った休憩ができないために、学生が緊張で
体力を消耗してしまい体調を崩すことに繋がっているのではないかと考えられる。どのよう
に休暇、休憩を組み込んでいくべきかについては課題が残る。
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６．おわりに
　「これまでの 9日間、様々なソーシャルワーク実践のお話を伺ってきた。『貧困』を解決する
ために、職業訓練を行い、国籍を持たない者の国籍取得を支援し、差別を解消するため、コミュ
ニティに対して教育を行い、スポーツを通して施設内外の関係性を築く実践があった。それら
を聴いていく中で、自分なりに貧困、差別といった問題に対し、当事者たちと共に解決策を探り、
実践していくこと、それがソーシャルワークの源流なのではないかと考えた。」（8月 16 日日誌）
　学生が最終日に日誌に書いてくれた一文である。９日間の研修の目的を、大まかではあるが
非常によく記載してくれている。研修で回った北タイの多くの社会福祉施設の実践者たちは、
誰もソーシャルワークの資格を持っていない。しかし、地域の人々に目を向け、人々を苦しめ
る社会的な課題を発見し、自分たちでできる限りの実践をし、人々に寄りそって生きている人
たちである。ソーシャルワーカーが持っているような有用な専門知識はないかもしれないが、
まさに「当事者たちと共に解決を探り、実践して」いる人たちである。
　しかしもし、専門性を持ち、問題の根本に効率的にアクセスできる日本のソーシャルワーカー
が参与してくれたらどうだろう。きっと、もっと多くの人々を幸せにする事ができるのではな
いだろうか。私たちはそう願い、今回の研修を行った。日本の将来のソーシャルワーカーが海
外で活躍するためには、ソーシャルワーカーとして制度に頼るのではなく、意志と実力を持っ
て、ソーシャルワークの経験と学びを通して得た専門性を、いかなる場所でも証明していける
しなやかな学生を生み出す必要がある。そして、その様な海外での研鑽を積んだソーシャルワー
カーは、翻って様々な社会変化を続ける日本社会の中でも、既存のシステムを越えて柔軟に虐
げられる人々を救っていくことに繋がるだろう。
海外での体験を、学びにかえ、さらに将来の実践へと結びつける新たな教育システムの整備
を進める必要性を提起しつつ、本報告を終えたい。
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